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４
月
中
旬
よ
り
、
令
和
５
年
産
米
の
播
種
作
業
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

播
種
作
業
は
、
機
械
に
よ
る
ラ
イ
ン
作
業
で
行
わ
れ
て

お
り
、
カ
ラ
の
育
苗
箱
を
入
口
か
ら
流
し
い
れ
る
と
機
械

が
床
土
作
業
か
ら
播
種
・
覆
土
作
業
ま
で
全
て
終
わ
ら
せ

て
出
口
か
ら
出
て
き
ま
す
。

　

作
柄
を
左
右
す
る
、
年
に
一
度
の
大
事
な
作
業
の
た
め
、

組
合
員
か
ら
は
真
剣
な
表
情
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

播
種
作
業
が
完
了
し
た
育
苗
箱
は
、
育
苗
ハ
ウ
ス
に
き

れ
い
に
並
べ
ら
れ
、
５
月
の
水
田
へ
の
移
植
ま
で
大
事
に

育
て
ら
れ
ま
す
。

　

水
田
で
元
気
に
育
つ
稲
の
姿
が
、
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

水
稲
播
種
作
業
開
始

　

４
月
を
迎
え
、
南
幌
町
内
で
は
春
作
業
が
本
格
的
に

始
ま
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
、融
雪
期
が
３
月
19
日（
昨
年
４
月
２
日
）と
、

昨
年
に
比
べ
２
週
間
程
早
い
雪
解
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
上
旬
よ
り
農
作
業
が
活
発
に
な
り
、
作
物
の
定

植
・
移
植
の
た
め
の
圃
場
作
り
・
水
稲
育
苗
ハ
ウ
ス
の

準
備
や
秋
小
麦
の
防
除
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

豊
穣
の
秋
を
願
っ
て
皆
さ
ん
懸
命
に
農
作
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

本
年
は
早
期
融
雪
で
例
年
に
比
べ
農
作
業
も
進
ん
で

お
り
、
春
作
業
の
繫
忙
期
を
迎
え
て
い
ま
す
の
で
、
事

故
に
十
分
注
意
し
て
作
業
を
行
っ
て
下
さ
い
。

春
の
農
作
業
ス
タ
ー
ト

　

４
月
７
日
（
金
）、Ｊ
Ａ
３
階
大
会
議
室
で
、
第
75
回

通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

議
案
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
通
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
総
会
の
出
席
者
数
等
に
つ
い
て
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。

総
会
議
案　

【
決
算
報
告
】

１
．
令
和
４
年
度
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
お
よ
び
注
記
表

並
び
に
会
計
監
査
人
及
び
監
事
の
監
査
報
告
に
つ
い
て

【
議
　
　
案
】

１
．
令
和
４
年
度
事
業
報
告
、
剰
余
金
処
分
案
の
承
認
に
つ
い
て

２
．
令
和
５
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て　

３
．
賦
課
金
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て　

４
．
役
員
報
酬
の
支
給
に
つ
い
て　

５
．
土
地
改
良
法
に
も
と
づ
く
土
地
改
良
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

１
．  

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
の
変
更
に
つ
い
て

２
．
労
働
保
険
事
務
組
合
の
令
和
４
年
度
徴
収
・
納
付
状
況
の
報

告
に
つ
い
て

第
75
回
通
常
総
会
開
催出　　席 　　 1 名　

書面議決 　369名

委　　任 　　 0 名　

出 席 率 　85.5%



　

３
月
28
日
（
火
）、エ
ー
コ
ー
プ
な
ん
ぽ
ろ
店
２
階
研
修
室
で
南
幌
町
キ
ャ

ベ
ツ
部
会
及
び
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
部
会
合
同
栽
培
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
習
会
で
は
講
師
と
し
て
、
空
知
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
空
知

南
西
部
支
所 

市
野
普
及
職
員
、
北
興
化
学
工
業
株
式
会
社 

柳
瀬
主
事
、
ア

カ
デ
ィ
ア
ン
プ
ラ
ン
ト
ヘ
ル
ス
社 

松
居
日
本
担
当
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

J
A
資
材
課 

長
船
技
師
に
講
習
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
習
会
は
、
普
及
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
黒
す
す
病
と
ア
ザ
ミ
ウ
マ
に
つ
い

て
」
と
題
し
病
害
等
に
関
す
る
情
報
提
供
か
ら
始
ま
り
、
北
興
化
学
工
業
並

び
に
ア
カ
デ
ィ
ア
ン
プ
ラ
ン
ト
ヘ
ル
ス
社
か
ら
は
農
薬
及
び
バ
イ
オ
ス
テ
ィ

ミ
ュ
ラ
ン
ト
資
材
の
紹
介
、J
A
資
材
課
か
ら
は
キ
ャ
ベ
ツ
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

に
関
す
る
情
報
提
供
と
、
多
岐
に
渡
る
内
容
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
部
会
員
か
ら
は
、「
今
年
度
産
の
作
付
け
前
に
刺
激
に
な
る
話

が
聞
け
た
」
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
産
の
蔬
菜
の
定
植
も
ま
も
な
く
始
ま
る
こ
の
時
期
に
、
よ
い
講
習

会
を
行
え
ま
し
た
。

キ
ャ
ベ
ツ・ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
に
つ
い
て
学
ぶ
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４
月
４
日
（
火
）、
農
協
２
階
中
会
議
室
に
て
令
和
５

年
度
第
１
回
女
性
部
代
表
者
会
議
が
開
催
さ
れ
、
令
和
４

年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
報
告
・
令
和
５
年
度
事
業
計

画
・
収
支
予
算
な
ど
に
つ
い
て
協
議
い
た
し
ま
し
た
。
新

役
員
も
決
定
し
、
女
性
部
活
動
が
よ
り
一
層
楽
し
く
充
実

し
た
も
の
に
な
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

前
方
（
右
か
ら
）

○
副
部
長

　

白
倉
ひ
と
み
（
鶴
城
）

○
部　

長

　

林　
　

孝
子
（
晩
翠
西
）

○
副
部
長

　

小
谷　

泰
子
（
夕
張
太
西
幌
）

後
方
（
右
か
ら
）

○
み
ど
り
会

　

水
野
智
勉
子
（
青
葉
）

○
小
旅
行
部
会

　

奈
良
岡
雅
子
（
川
向
）

○
ビ
ュ
ー
華

　

林　
　

弘
子
（
青
葉
）

○
遊
心
会

　

鍋
山　

千
明
（
栄
進
）

女
性
部
短
信

令
和
５
年
度
の

  　
　

女
性
部
役
員
が
決
定

空
知
農
協
青
年
部
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
出
席

　

３
月
29
日
（
水
）、
岩
見
沢
市
空
知
農
業
会
館
で
、
南
空
知
の
８
Ｊ

Ａ
青
年
部
で
構
成
さ
れ
る
空
知
農
協
青
年
部
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
岩
村
青
年
部
長
（
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
議
長
）
の
開
会
挨
拶
か
ら

会
議
が
進
行
し
、
当
番
Ｊ
Ａ
役
員
挨
拶
と
し
て
、
J
A
い
わ
み
ざ
わ
の

引
頭
代
表
理
事
組
合
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
今
年
度
の
事
業
計
画
や
収
支
予
算
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、

全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
の
講
話
が
行
わ
れ
、
三
笠
市
の
湯

の
元
温
泉
経
営
者
で
あ
る
、
杉
浦
氏
か
ら
農
福
連
携
に
つ
い
て
の
講
話

が
あ
り
ま
し
た
。
ご
自
身
が
元
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

た
頃
の
話
も
交
え
、
様
々
な
話
題
に
よ
り
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

会
議
後
に
は
、
懇
親
会
も
行
わ
れ
春
作
業
前
に
単
組
間
の
良
い
情
報

交
換
が
行
え
ま
し
た
。

発行者
JA なんぽろ青年部
編集責任者　奈良岡凌平
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南幌町農業協同組合　業務機構図
令和5年4月1日現在

部 課 係

内部監査室 内部監査課 内部監査係
白倉　和秋 【兼務】野澤　俊裕 【兼務】原田　　考

総　務　係 小玉　佳美 配島　明日美
原田　　考 武田　あすか （横岡　亜希子）

総　務　課
野澤　俊裕

融資審査係 【兼務】小玉　佳美
総　務　部 【兼務】原田　　考

笹島　　忍

経理電算課 経理電算係 浜田　采佳 （秋島　真弓） 
坂本　伸彦 【課長兼務】

金　融　課 金　融　係 【主任】 吉田　美月
佐藤　　匡 西村　俊一 津田　美保 野村　友香

大井　梨沙 佐々木　悠衣
森　あかね 

金　融　部
松川　茂樹 共　済　課 共　済　係 佐藤　和也 水沼　諒太

武差　功年 飛内　大輔 小田原　奈美 佐々木　百花

経営相談課 経営相談係 【兼】大井　梨沙 【兼】野村　友香
榊原　宏治 石橋　修一郎 【兼】森　あかね 【兼】佐々木　悠衣

【兼】吉田　美月

農業振興課 農業振興係 大村　政史 吉田　翔哉
大津　亮蔵 渡辺　健太郎 犬養　拓真 香川　颯良

渡邉　真也

営　農　部
伊藤　英樹 生産資材係 木村　亮介 （長船　健雄）
【次長　資材担当】 辻野　　崇 松村　晃汰 （篠原　亜由美） 
川北　秀範 378-2231 源　　夏輝 （志田　陽子）

資　材　課
【次長兼務】
給油所長【次長兼務】

燃　料　係 西山　悟史 （舘脇　あゆみ）
【考査役】 本間　雄斗 （佐々木　美敬）
金瀧　裕二 本部SS   378-2381 （千葉　郁子）

販売推進課 販売推進係 髙橋　翔太 （佐々木　敏也）
和田　貴裕 佐藤　倫有 平井　大喜 （佐々木　晃）
【考査役倉庫長兼務】 笠井　瀬那
白崎　秀史

農　産　部
諏訪部　徹 蔬菜園芸課 蔬菜園芸係 堤　　一茂 （渡辺　久美子）

渡辺　邦英 長原　真也 大塩　悠輔
378-0539

施　設　課 施　設　係 【施設主任】 丸山　雄大
神埜　成之 樋口　和也 寺﨑　隆広 （佐藤　　茜）

（出向）
南幌町農業農村整備事業推進本部 尾崎　竜太郎

【審査役】 【考査役】
平野　双一 佐藤　孝行
378-3834

　※（　）は準職員 　　農家経済対策プロジェクトチーム

職　　　　員

代
表
理
事
組
合
長
　
　
林
　
　
裕
司

専
 
務
 
理
 
事
　
　
髙
島
　
茂
和

常
 
務
 
理
 
事
　
　
辻
崎
　
　
徹

企
画
会
議

理
　
　
　
事
　
　
　
会

監
　
　
　
事
　
　
　
会

常
勤
監
事
　
小
林
　
信
昭



長船技師による営農情報！
★ほ場での土壌水分測定値を作物生産に生かそう
　作物が健全に育つためには適度な水分と通気性が必要です。そのために土壌中の水分管理が

作物の収量・品質に影響するので、土壌中の水分状態を把握することが重要です。

　今月は、ほ場の水分測定と管理についてお話しします。

　土壌水分量を測定する方法はいろいろありますが、㎊値を用いたテンシオメータを紹介します。土壌粒
子は一般に水分を吸着保持する性質があり、その強さの程度と同等の力となるものを水柱の高さ（㎝）で
表現したもので、その対数を㎊と呼びます。乾いた土壌ほど土壌水分の吸着力は増加します。

1　ほ場の土壌水分量測定法

㎊値は水が土壌に吸着保持される強さの単位で、土壌水分量（％）とは異なります。
㎊値と土壌水分量と、作物生育との三者の関係を示したものが図２です。
（１）最大容水量：土壌が保持できる最大容水量です。
（２）重力水：土壌の保水力を超える過剰水で、過剰水が長期に滞留すると、作物の根腐れが発生しやす

くなります。
（３）毛管水：作物が主に利用できる水の部分で㎊１.５～４.２の範囲の水をいいます。
（４）ほ場容水量：㎊１.５～４.２の範囲の水をいいます。
（５）しおれ点：土壌水分が減少し始め、作物がしおれ始める点と永久しおれ点があります。
　　・初期しおれ点：最初は下葉からしおれが発生する（㎊３.８程度）。
　　・永久しおれ点：作物に湿度100％与えても回復しない状態（㎊４.２程度）。
（６）易効性有効水：作物が健全に生育できるのは㎊１.５～１.８から㎊２.７～３.０の範囲にある水分です。

２　ほ場水分測定値を生かす

5・JAnanporo

ゲージ（減圧程度を読み取り、間接的に土壌水分量を知る）

図１ テンシオメータの原理 写真１ 設置した状態 写真２ 測定ゲージ

図２ ㎊値と土壌水分・作物生育との関係 参考資料：新版　土壌診断と作物改善
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新採用職員の紹介

よろしくお願いいたします！！
令和５年度令和５年度

本年度の新規採用職員を紹介します。
①生年月日
②出身地
③出身大学
④趣味・特技
⑤抱負大塩 悠輔

（農産部 蔬菜園芸課）

①平成12年８月２３日　22歳
②北見市
③札幌学院大学 経済学部
④ダンス
⑤必要な知識を１つずつ身につ
け、1日でも早くJAなんぽろ
の一員になれるように頑張り
ます。

おおしお ゆうすけ

笠井 瀬那
（農産部 販売推進課）

①平成１３年２月１日　22歳
②音更町
③北海学園大学 経済学部
④サウナ、カレー屋巡り、
　サッカー
⑤１日でも早く仕事を覚え、楽し
く働けるように頑張りますの
でよろしくお願いします。

かさい せな

源　夏輝
（営農部 資材課）

①平成１２年9月３日　22歳
②雨竜町
③北海学園大学　経済学部
④ランニング、映画鑑賞、早起き
⑤組合員・南幌町の皆様の為に
精一杯努めさせていただきま
すのでよろしくお願いします。

みなもと なつき

香川 颯良
（営農部 農業振興課）

①平成１３年１月８日　22歳
②札幌市
③北海道文教大学 人間科学部
④韓国ドラマを見ること
⑤早く皆様のお力になれるよ
う、自分のできることから精
一杯頑張りますのでよろしく
お願いします。

かがわ そら

浜田 采佳
（総務部 経理電算課）

①平成１２年５月３１日　22歳
②函館市
③酪農学園大学 環境共生学類
④ポスター作成、イラスト作成
⑤JAなんぽろのお力になれる
よう誠心誠意努力いたします
のでよろしくお願いします。

はまだ あやか

配島 明日美
（総務部 総務課）

①平成１３年１月１８日　22歳
②東京都
③東京女子大学 現代教養学部
④ピアノ、散歩
⑤はじめまして、社会人１年目着
実に業務内容を身につけたい
です、どうぞよろしくお願いし
ます。

はいじま あすみ
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南幌町交通安全協会

各　位

表彰の基準概要

無事故・無違反優良運転者表彰
申請のお知らせ

既往３０年

無事故無違反者

既往２０年

無事故無違反者

既往１５年

無事故無違反者

既往１０年

無事故無違反者

既往７年

無事故無違反者

条件

過去表彰との関連

条件

過去表彰との関連

条件

過去表彰との関連

条件

過去表彰との関連

条件

過去表彰との関連

自己の責任による交通事故歴が30年以上無く、かつ交通違反、その他罰金以上の
刑にあたる犯罪行為について過去15年以上無いこと

過去に20年の表彰を受けていること

自己の責任による交通事故歴が20年以上無く、かつ交通違反、その他罰金以上の
刑にあたる犯罪行為について過去10年以上無いこと

過去に15年の表彰を受けていること

交通違反、その他罰金以上の刑にあたる犯罪行為について過去７年以上無いこと

過去に10年の表彰を受けていること

交通違反、その他罰金以上の刑にあたる犯罪行為について過去５年以上無いこと

過去に7年の表彰を受けていること

交通違反、その他罰金以上の刑にあたる犯罪行為について過去３年以上無いこと

な　し

　春暖の候、会員の皆様におかれましては常日頃、交通安全にご理解とご協力を頂き厚くお礼申し上
げます。
　さて、当協会の事業であります令和５年度の優良運転者表彰の申請を受付致しますので該当される
会員の方は、この機会に申請されますようお知らせ致します。
　なお､申請される方は交通安全協会の会費を納入されている方に限ります。

○申請期間　５月１日（月）～５月19日（金）
　※栗山地区安全協会への提出期限が５月22日なことから、締切日は19日といたします。
○必要書類
①表彰申請用紙
②無事故・無違反証明書（５月１日以降の証明日付のもの）
　無事故・無違反証明書申込用紙は、南幌駐在所または南幌町交通安全協会事務局（ＪＡなんぽろ
事務所）にありますので必要事項を記入の上、郵便局窓口に提出願います。
　（証明書料金６７０円（税込）と郵便払込料金２０３円（税込）が自己負担になります）
　※運転経歴証明書申し込み用紙（＝無事故・無違反証明書申込用紙）の記載例には、申請内容の
記載例として「11 運転記録証明書」に○印が記されていますが、本申込に必要なのは「10 無事故・
無違反証明書」ですのでお間違えのないよう御記入願います。
③免許証のコピー
④過去に表彰を受けている方は、その時の表彰状を申請時に持参下さい。（写しを頂きます）

○提出期限　５月19日（金）まで
○提 出 先　南幌町交通安全協会事務局（ＪＡなんぽろ事務所総務課）
○注意事項
　①表彰の順序を飛び越えて申請することはできません。
　　（例 15年表彰の条件は兼ね備えているが、過去に10年表彰を受けていない）
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私達のJA

　

～表紙の紹介～

編
集
後
記

編
集
後
記

発
行
　
JA
な
ん
ぽ
ろ
　
〒
069－

0293　
空
知
郡
南
幌
町
栄
町
1丁
目
4番
7号

T
EL 011－

378－
2221（

代
表
）、011－

378－
2274（

直
通
）　
FA
X 011－

378－
0846　

発
行
日
　
令
和
5年
5月
1日
　
企
画
・
編
集
　
営
農
部
農
業
振
興
課
　
印
刷
　
㈱
ト
リ
ム
シ
ス
テ
ム

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.ja-nanporo.or.jp　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
koho ＠

 ja-nanporo.or.jp

◎
今
月
号
は
、
縄
　

貴
洋
さ
ん
（
栄
進
）

に
表
紙
を
飾
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

組合員
（前年同期比

正組合員
（前年同期比

准組合員
（前年同期比

正組合員戸数
（前年同期比

2,672名
▲35名）

435名
▲12名）

2,237名
▲23名）

273戸
▲8戸）

令和5年3月末日現在

　　
４
月
定
例
理
事
会
で
審
議
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

【
議
　
　
案
】

１
．
令
和
５
年
度 

理
事
報
酬
の
支
給
方
法
及
び
支
給
内
容
に
つ

い
て　

２
．
農
業
協
同
組
合
法
第
94
条
第
４
項
の
規
定
に
基
づ
く
常
例
検

査
の
指
摘
事
項
に
対
す
る
令
和
４
年
度
末
改
善
、
対
応
状
況

の
報
告
に
つ
い
て

３
．
負
担
金
の
支
出
に
つ
い
て

４
．
出
資
金
の
減
口
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

１
．
第
３
回
営
農
振
興
組
合
長
会
議
の
開
催
報
告
に
つ
い
て

２
．
南
幌
町
農
業
再
生
協
議
会
総
会
の
開
催
報
告
に
つ
い
て

３
．
令
和
４
年
産 

規
格
外
小
麦
の
精
算
に
つ
い
て

４
．
南
幌
町
米
麦
改
良
協
会
推
進
員
会
の
開
催
報
告
に
つ
い
て

５
．
３
月
末 

農
産
物
の
保
管
状
況
に
つ
い
て

６
． 

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
経
営
戦
略
シ
ー
ト
の
策
定
に
つ
い
て

７
．
３
月
期 

Ｊ
Ａ
ロ
ー
ン
の
貸
付
に
つ
い
て

８
．
内
部
監
査
の
実
施
報
告
に
つ
い
て

９
．
第
75
回
通
常
総
会
の
開
催
結
果
に
つ
い
て

10
．
令
和
４
年
度 

税
務
申
告
に
つ
い
て

11
．
金
利
設
定
会
議
の
結
果
に
つ
い
て

12
． 

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く
「
経
営
管
理
資
料
」
の
う

ち
農
林
中
金
が
定
め
る
事
項
に
つ
い
て

13
．
固
定
資
産
の
賃
貸
に
つ
い
て

14
．
人
事
に
つ
い
て

15
．
３
月
末
財
務
状
況
に
つ
い
て

４
月
14
日

　　
３
月
臨
時
理
事
会
で
審
議
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

【
議
　
　
案
】

１
．
負
担
金
の
支
出
に
つ
い
て　

２
．
請
負
工
事
に
係
る
競
争
入
札
参
加
業
者
の
指
名
に
つ
い
て

３
．
団
体
委
員
の
選
出
に
つ
い
て

４
．
令
和
５
年
度 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
定

に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

１
．
春
の
経
営
懇
談
会
の
開
催
報
告
に
つ
い
て

２
．
第
３
回 

営
農
振
興
組
合
長
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

３
．
令
和
４
年
度 

畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金
に
お
け
る
数
量

払
の
交
付
に
つ
い
て

４
．
令
和
４
年
度 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
報
告

に
つ
い
て

５
．
総
体
的
な
リ
ス
ク
量
管
理
他
に
つ
い
て

３
月
29
日

　
木
々
や
畑
に
緑
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
気
温
が

高
い
日
に
は
、
半
袖
で
外
出
し
た
く
な
る
日
も
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
日
中
と
夜
の
気
温
差
に
よ
る
風
邪

に
は
、
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
そ
ろ
そ
ろ
外
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
し
た
い
な
と
思
う
吉
田
で
し
た
。

くみあいだより担当の吉田は、新しく農業
振興課の仲間となった香川係と写真を撮
りました。ついに、後輩が出来ました。


	01
	02
	03
	04
	05
	06
	07
	08

